
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年８月４日

【四半期会計期間】 第75期第２四半期(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

【会社名】 立川ブラインド工業株式会社

【英訳名】 TACHIKAWA CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長    立  川  光  威

【本店の所在の場所】 東京都港区三田三丁目１番12号

【電話番号】 03-5484-6142

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長   小　野　寿　也

【最寄りの連絡場所】 東京都港区三田三丁目１番12号

【電話番号】 03-5484-6142

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長   小　野　寿　也

【縦覧に供する場所】 立川ブラインド工業株式会社  関東支店

  (埼玉県さいたま市北区本郷町787番地)

立川ブラインド工業株式会社  千葉支店

  (千葉県千葉市中央区松波二丁目８番１号)

立川ブラインド工業株式会社  横浜支店

  (神奈川県横浜市中区日本大通15番地)

立川ブラインド工業株式会社  名古屋支店

  (愛知県名古屋市西区児玉三丁目４番４号)

立川ブラインド工業株式会社  大阪支店

  (大阪府大阪市北区中津二丁目３番５号)

株式会社東京証券取引所

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

立川ブラインド工業株式会社(E02389)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第74期
第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年６月30日

自 2020年１月１日
至 2020年６月30日

自 2019年１月１日
至 2019年12月31日

売上高 (千円) 20,601,804 20,256,860 42,054,841

経常利益 (千円) 2,300,002 2,562,252 4,443,914

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,443,926 1,604,311 2,762,265

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,507,690 1,403,507 3,209,174

純資産額 (千円) 40,713,308 43,227,888 42,197,266

総資産額 (千円) 54,214,016 56,206,272 56,381,795

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 74.21 82.45 141.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.1 69.0 67.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 942,118 1,843,106 2,867,912

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △998,984 △283,086 △1,272,462

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △402,914 △407,554 △651,898

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 13,660,035 16,212,831 15,065,278
 

　

回次
第74期
第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 29.03 34.18
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更

はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について重要な変更はありません。

 なお、新型コロナウイルス感染症の拡大は、今後の経過によっては当社グループの事業活動および収益確保に影響

を及ぼす可能性があります。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、世界規模で経済活

動が落ち込み、国内においても緊急事態宣言による外出自粛要請を受け、企業活動や個人消費活動が大幅に制限さ

れたこともあり、先行き不透明な状況で推移しました。

当社グループ関連の建設・住宅業界においては、各種政策効果による下支えが続くものの、世帯数の減少や住宅

の長寿命化等により新設住宅着工戸数は年々減少傾向となっており、物流コストの上昇などの要因も加わり厳しい

環境が続いております。

このような環境の下、室内外装品関連事業においては、顧客満足度の高い製品の開発および新製品の市場浸透を

促進するとともに、コスト低減活動や生産性の向上を継続し、収益改善に取り組んでまいりました。

また、駐車場装置関連事業においては、新規開拓に取り組むとともに、既設物件に対する計画的な改修提案や付

加価値提案を推進し、製造・施工コストの管理体制強化を進めることにより受注・収益の獲得に努め、減速機関連

事業においては、保有技術を活かした製品開発に取り組み、個別受注による成長分野への積極的な提案営業を行

い、受注獲得に努めるとともに、生産体制の改善等による収益改善に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は20,256百万円（前年同期比1.7％減）となったものの、

営業利益は2,530百万円（前年同期比12.1％増）、経常利益は2,562百万円（前年同期比11.4％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は1,604百万円（前年同期比11.1％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 
［室内外装品関連事業］

市場のニーズに応えるべく、新型コロナウイルスの飛沫感染防止として有効な『透明ロールスクリーン』を新た

に販売したほか、安全性・操作性に優れた「チェーン操作」を採用したヨコ型ブラインド『パーフェクトシルキー

チェーン』や、スマート家電リモコンとの組み合わせでスマートスピーカーやスマートフォンで操作が可能となる

『ホームタコス パーフェクトシルキー』、住空間に適したデザイン性・安全性を考慮した間仕切『プレイス ス

ウィング』など付加価値の高い製品の市場浸透に注力しました。また、ユーザー向けにＳＮＳを活用したキャン

ペーンを展開するなど、当社製品の認知度向上にも継続して取り組んでまいりました。

以上の結果により、売上高は17,109百万円（前年同期比0.3％増）となり、営業利益につきましては、原材料価格

や物流コストの上昇があったものの、コスト低減活動等に努めた結果、2,335百万円（前年同期比16.1％増）となり

ました。

 
［駐車場装置関連事業］

昨年度の大型物件の反動に加え、工期の繰延べにより新築・改修工事が減少したことで、売上高は1,455百万円

（前年同期比13.6％減）となりました。営業利益につきましては、製造・施工コストの管理体制強化など継続的な

原価低減活動に努めましたが、売上高の減少等により、84百万円（前年同期比27.4％減）となりました。
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［減速機関連事業］

無人搬送台車駆動用減速機など、当社得意の個別減速機が比較的堅調に推移いたしましたが、全体では工作機械

市況の低迷に加え、新型コロナウイルス感染症による営業活動自粛などにより、売上高は1,691百万円（前年同期比

8.7％減）となりました。営業利益につきましては、継続的な原価低減活動に取り組みましたが、売上高の減少など

により110百万円（前年同期比15.3％減）となりました。

 
② 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は56,206百万円で、前連結会計年度末と比較し175百万円の減少となりまし

た。

（資産）

  流動資産は38,326百万円で、前連結会計年度末と比較し142百万円の増加となりました。これは主に、受取手形

及び売掛金が減少した一方で、現金及び預金が増加したことによるものであります。

  固定資産は17,880百万円で、前連結会計年度末と比較し318百万円の減少となりました。これは主に、滋賀工場

建物新設工事に係る有形固定資産の増加があった一方で、株価下落により投資有価証券が減少したことによるもの

であります。

（負債）

  負債は12,978百万円で、前連結会計年度末と比較し1,206百万円の減少となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金、未払法人税が減少したことによるものであります。

（純資産）

  純資産は43,227百万円で、前連結会計年度末と比較し1,030百万円の増加となりました。これは主に、その他有

価証券評価差額金が減少した一方で、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により増加したこと

によるものであります。なお、自己資本比率は69.0％と、前連結会計年度末と比較し、2.0ポイントの増加となりま

した。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ1,147百万円増加し、16,212百万円となりました。

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動による資金は、1,843百万円の増加（前年同期は942百万円の増加）となりました。

 これは税金等調整前四半期純利益2,438百万円に対し、売上債権の減少額1,285百万円等による増加があった一方

で、法人税等の支払額1,047百万円、仕入債務の減少額576百万円等による減少があったことによるものでありま

す。

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

投資活動による資金は、283百万円の減少（前年同期は998百万円の減少）となりました。

 これは主に、有形固定資産の取得による支出268百万円、無形固定資産の取得による支出16百万円によるものであ

ります。

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

財務活動による資金は、407百万円の減少（前年同期は402百万円の減少）となりました。

 これは主に、リース債務の返済による支出32百万円、配当金の支払い374百万円等によるものであります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は316百万円であります。
 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,763,600 20,763,600
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 20,763,600 20,763,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年６月30日 ― 20,763,600 ― 4,475,000 ― 4,395,000
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(5) 【大株主の状況】

  2020年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式
を除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社立川恒産 東京都渋谷区代々木２丁目16－４ 4,117 21.16

タチカワブラインド取引先持株会 東京都港区三田３丁目１－12 1,914 9.84

更生保護法人立川更生保護財団 東京都港区三田３丁目１－12 1,331 6.84

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 800 4.11

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 553 2.84

立川 光威 東京都調布市 498 2.56

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 460 2.37

J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG
S.A. 380578
(常任代理人 株式会社みずほ銀行
決済営業部)

EUROPEAN BANK AND BUSINESS CENTER
6,ROUTE DE TREVES, L-2633
SENNINGERBERG, LUXEMBOURG
(東京都港区港南２丁目15-１)

375 1.93

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 373 1.92

タチカワ社員持株会 東京都港区三田３丁目１－12 306 1.57

計 ― 10,731 55.15
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式 1,305千株があります。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 1,305,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,419,700
 

194,197 ―

単元未満株式 普通株式 38,000
 

― ―

発行済株式総数 20,763,600 ― ―

総株主の議決権 ― 194,197 ―
 

 (注)1 「完全議決権株数(その他)」の欄には証券保管振替機構名義の株式100株(議決権1個)含まれております。

    2 「単元未満株式」には当社所有の自己株式66株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  2020年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
立川ブラインド工業株式会社

東京都港区三田
３丁目１－12

1,305,900 ― 1,305,900 6.29

計 ― 1,305,900 ― 1,305,900 6.29
 

 

２ 【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

経営企画室長 兼
経理部長

経理部長 栗原　斉 2020年6月1日

管理本部副本部長 兼
総務担当 兼

情報システム担当

経営企画室長 兼
経理部長

栗原　斉 2020年6月16日

社長室長 兼 経理部長 社長室長 金箱　聡 2020年6月16日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年

６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,125,835 16,273,389

  受取手形及び売掛金 ※  16,100,181 15,293,436

  商品及び製品 822,551 766,097

  仕掛品 1,474,031 1,539,472

  未成工事支出金 233,507 143,544

  原材料及び貯蔵品 3,691,518 3,977,615

  その他 767,181 363,028

  貸倒引当金 △31,097 △30,376

  流動資産合計 38,183,711 38,326,208

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 13,420,689 13,440,702

    減価償却累計額 △9,466,257 △9,551,303

    建物及び構築物（純額） 3,954,431 3,889,398

   土地 7,444,602 7,444,602

   その他 15,188,336 15,614,937

    減価償却累計額 △13,791,032 △13,871,032

    その他（純額） 1,397,304 1,743,905

   有形固定資産合計 12,796,338 13,077,906

  無形固定資産 495,177 449,008

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,309,164 1,820,549

   退職給付に係る資産 356,081 383,660

   その他 2,359,592 2,265,798

   貸倒引当金 △118,270 △116,860

   投資その他の資産合計 4,906,568 4,353,148

  固定資産合計 18,198,084 17,880,064

 資産合計 56,381,795 56,206,272
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  6,743,573 5,997,160

  未払金 1,339,467 1,025,418

  未払法人税等 1,109,413 675,384

  賞与引当金 221,084 217,130

  役員賞与引当金 66,710 31,030

  製品保証引当金 25,624 16,581

  その他 1,164,719 1,562,508

  流動負債合計 10,670,591 9,525,213

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 390,610 341,955

  退職給付に係る負債 2,953,452 2,952,297

  その他 169,874 158,918

  固定負債合計 3,513,937 3,453,170

 負債合計 14,184,528 12,978,384

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,475,000 4,475,000

  資本剰余金 4,395,016 4,395,060

  利益剰余金 29,345,898 30,599,975

  自己株式 △671,195 △671,310

  株主資本合計 37,544,720 38,798,722

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 345,793 76,322

  繰延ヘッジ損益 192 2,351

  為替換算調整勘定 24,834 19,666

  退職給付に係る調整累計額 △139,265 △108,465

  その他の包括利益累計額合計 231,554 △10,124

 非支配株主持分 4,420,992 4,439,290

 純資産合計 42,197,266 43,227,888

負債純資産合計 56,381,795 56,206,272
 

EDINET提出書類

立川ブラインド工業株式会社(E02389)

四半期報告書

10/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 20,601,804 20,256,860

売上原価 11,520,836 11,324,431

売上総利益 9,080,968 8,932,428

販売費及び一般管理費 ※  6,823,286 ※  6,402,012

営業利益 2,257,681 2,530,415

営業外収益   

 受取利息 592 438

 受取配当金 41,612 38,764

 不動産賃貸料 17,798 17,951

 受取保険金 2,353 23,780

 その他 36,897 21,172

 営業外収益合計 99,254 102,106

営業外費用   

 支払利息 10 2

 売上割引 41,778 41,508

 為替差損 8,205 7,070

 災害による損失 - 9,306

 その他 6,938 12,381

 営業外費用合計 56,933 70,269

経常利益 2,300,002 2,562,252

特別利益   

 固定資産除売却益 - 999

 特別利益合計 - 999

特別損失   

 固定資産除売却損 1,866 5,389

 投資有価証券評価損 - 119,073

 特別損失合計 1,866 124,463

税金等調整前四半期純利益 2,298,136 2,438,789

法人税、住民税及び事業税 705,195 625,001

法人税等調整額 76,871 186,513

法人税等合計 782,066 811,514

四半期純利益 1,516,069 1,627,274

非支配株主に帰属する四半期純利益 72,143 22,962

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,443,926 1,604,311
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 1,516,069 1,627,274

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △30,953 △256,298

 繰延ヘッジ損益 △1,050 2,159

 為替換算調整勘定 △6,867 △5,167

 退職給付に係る調整額 30,492 35,539

 その他の包括利益合計 △8,379 △223,767

四半期包括利益 1,507,690 1,403,507

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,435,488 1,362,632

 非支配株主に係る四半期包括利益 72,202 40,874
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,298,136 2,438,789

 減価償却費 357,720 381,871

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,585 △3,953

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △35,670 △35,680

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △12,519 △34,506

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21,934 56,844

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △675 △48,655

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 4,902 △9,042

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △2,866 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,217 △1,097

 固定資産除売却損益（△は益） 1,866 4,389

 投資有価証券評価損益（△は益） - 119,073

 受取利息及び受取配当金 △42,204 △39,202

 支払利息 10 2

 為替差損益（△は益） 6,992 5,106

 売上債権の増減額（△は増加） △774,882 1,285,036

 たな卸資産の増減額（△は増加） △275,041 △208,745

 仕入債務の増減額（△は減少） △67,388 △576,672

 未払金の増減額（△は減少） △101,083 △368,347

 その他 336,252 △113,164

 小計 1,708,681 2,852,046

 利息及び配当金の受取額 41,914 38,881

 利息の支払額 △30 △21

 法人税等の支払額 △808,447 △1,047,800

 営業活動によるキャッシュ・フロー 942,118 1,843,106

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △351,444 △268,947

 有形固定資産の売却による収入 - 1,000

 無形固定資産の取得による支出 △155,490 △16,048

 投資有価証券の取得による支出 △500,686 △298

 投資その他の資産の増減額（△は増加） 8,636 1,209

 定期預金の純増減額（△は増加） △0 △0

 投資活動によるキャッシュ・フロー △998,984 △283,086

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 リース債務の返済による支出 △31,106 △32,747

 配当金の支払額 △348,756 △352,259

 非支配株主への配当金の支払額 △22,586 △22,444

 その他 △464 △102

 財務活動によるキャッシュ・フロー △402,914 △407,554

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,289 △4,913

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △466,070 1,147,552

現金及び現金同等物の期首残高 14,126,105 15,065,278

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  13,660,035 ※  16,212,831
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

　（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の影響については、当連結会計年度の第２四半期連結会計期間以降、一時的な営業

収益の低下が見込まれるものの、経済活動再開に伴い、当社グループの需要は徐々に回復していくものと想定し

ております。固定資産の減損会計や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りについて、当連結会計年度の

見積りに重大な影響を与えるものではないと判断しておりますが、今後の収束時期に左右されることから、将来

における実績は、仮定に基づく見積りから乖離する可能性があります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理をしております。

   なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度末残高に含ま

れております。

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

受取手形 281,218千円 ―千円

支払手形 484,445千円 ―千円

電子記録債権 50,154千円 ―千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
 至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
 至 2020年６月30日)

貸倒引当金繰入額 1,382千円 △217千円

製品保証引当金繰入額 8,186千円 △2,845千円

役員報酬及び給料手当 2,612,417千円 2,545,989千円

賞与引当金繰入額 146,597千円 143,659千円

役員賞与引当金繰入額 33,166千円 35,200千円

退職給付費用 174,447千円 160,833千円

役員退職慰労引当金繰入額 21,055千円 19,640千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
 至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
 至 2020年６月30日)

現金及び預金 13,720,588千円 16,273,389千円

預入期間が３か月超の定期預金 △60,552千円 △60,558千円

現金及び現金同等物 13,660,035千円 16,212,831千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

 
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年３月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 350,249 18.00 2018年12月31日 2019年３月29日
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年８月２日
取締役会

普通株式 利益剰余金 194,579 10.00 2019年６月30日 2019年９月２日
 

 

 
当第２四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年６月30日)

 
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年３月 27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 350.238 18.00 2019年12月31日 2020年３月30日
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年８月４日
取締役会

普通株式 利益剰余金 194,576 10.00 2020年６月30日 2020年９月７日
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

室内外装品
関連事業

駐車場装置
関連事業

減速機
関連事業

売上高       

  外部顧客への売上高 17,063,966 1,683,958 1,853,879 20,601,804 ― 20,601,804

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 69,702 69,702 △69,702 ―

計 17,063,966 1,683,958 1,923,582 20,671,507 △69,702 20,601,804

セグメント利益 2,011,517 115,726 130,438 2,257,681 ― 2,257,681
 

(注) １ セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

室内外装品
関連事業

駐車場装置
関連事業

減速機
関連事業

売上高       

  外部顧客への売上高 17,109,914 1,455,234 1,691,711 20,256,860 ― 20,256,860

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 23,437 23,437 △23,437 ―

計 17,109,914 1,455,234 1,715,148 20,280,297 △23,437 20,256,860

セグメント利益 2,335,853 84,034 110,527 2,530,415 ― 2,530,415
 

(注) １ セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 74円21銭 82円45銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,443,926 1,604,311

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

1,443,926 1,604,311

    普通株式の期中平均株式数(株) 19,458,151 19,457,683
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第75期(2020年１月１日から2020年12月31日まで)中間配当については、2020年８月４日開催の取締役会において、

2020年６月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しまし

た。

①中間配当金総額 194,576千円

②１株当たりの額 10円00銭

③支払請求権の効力発生日および支払開始日 2020年9月7日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月４日

立川ブラインド工業株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 泉         淳   一 印
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 杉　　江　　俊　　志 印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている立川ブラインド

工業株式会社の2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2020年４月１日から

2020年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、立川ブラインド工業株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

　

EDINET提出書類

立川ブラインド工業株式会社(E02389)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

